
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「お彼岸」のイメージが強い「春分の日」

ですが、実は古くから伝わる「自然に感

謝して春の訪れを祝福する日」だそうで

す。また、国民の祝日に関する法律では

「自然をたたえ生物をいつくしむ日」あ

るいは「自然をたたえ将来のために努力

する日」と定められています。由来や背

景を知ると見識が深まるものですね。 

税理士法人早川・平会計 

〒101-0048  

東京都千代田区神田司町２－１０安和司町ビル２階 

電話：03-3254-2171 ＦＡＸ：03-3254-2174 

http://www.ht-tax.com 

mail：y.taira@ht-tax.com 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【
輸
出
を
し
た
場
合
の
消
費
税
は
ど
う
な
る
の
？
】 

 

消
費
税
の
課
税
対
象
に
な
る
取
引
は
、
「
国
内
に
お
い
て
事
業
者

が
事
業
と
し
て
対
価
を
得
て
行
う
資
産
の
譲
渡
等
と
外
国
貨
物

の
輸
入
」
と
な
り
ま
す
。 

つ
ま
り
、
事
業
者
が
日
本
国
内
で
商 

品
の
販
売
や
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る 

場
合
な
ど
に
は
、
原
則
と
し
て
消
費 

税
が
か
か
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

で
は
、
国
外
と
取
引
を
す
る
場
合
は 

ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。
例
え
ば
、 

商
品
な
ど
を
国
外
に
販
売
す
る
輸
出
取
引
の
場
合
に
は
、
そ
の
輸

出
に
か
か
る
消
費
税
は
免
除
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
「
内
国
消
費
税

で
あ
る
消
費
税
は
外
国
で
消
費
さ
れ
る
も
の
に
は
課
税
し
な
い
」

と
い
う
考
え
に
基
づ
く
も
の
で
す
。 

私
た
ち
の
身
近
な
と
こ
ろ
で
は
免
税
店
が
あ
り
ま
す
。
海
外
に
行

く
際
に
免
税
店
で
お
土
産
な
ど
を
買
う
場
合
に
は
、
い
く
つ
か
の

条
件
を
満
た
せ
ば
消
費
税
が
免
除
さ
れ
ま
す
。
事
業
者
の
場
合

は
、
商
品
の
輸
出
や
国
際
輸
送
、
国
際
電
話
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
自
動
車
メ
ー
カ
ー
が
国
内
に
お
い
て
自
動
車
を
販
売
す

る
場
合
に
は
消
費
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
が
、
輸
出
を
す
る
場
合
は

免
税
と
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
輸
出
取
引
は
消
費
税
が
免
除
さ

れ
ま
す
が
、
こ
れ
に
使
用
す
る
部
品
の
仕
入
れ
な
ど
に
は
消
費
税

が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
輸
出
の
場
合
に

は
、
こ
れ
ら
の
経
費
に
含
ま
れ
る
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
の

額
は
、
申
告
の
際
に
仕
入
税
額
の
控
除
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
な
お
輸
出
免
税
の
適
用
を
受
け
る
た
め
に
は
、
輸
出
許
可
書

な
ど
の
必
要
書
類
を
保
管
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

【世界無形文化遺産登録で国内外から注目される「和食」】 

ホテルなどで開かれる「和食マナー教室」が静かなブームです。世界が文化遺産と認

めた「和食」を日本の文化として再認識し海外の人々にも伝えようと、女性同士や家

族のグループ、接待を控えたビジネスマンが足を運んでいます。教室ではホテルのホ

スピタリティーの一貫として、通常の料理をいただきながらルールや作法の持つ意味、

歴史的背景などを食卓作法の資格を持つ講師が丁寧に説明してくれます。「礼儀作法を

含めて文化遺産」と理解する大人が増えています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【拙を守る】 

 

桜より一足早い春告花の「木瓜（ぼけ）」は、昔から俳句の題材と

して親しまれてきました。文豪の夏目漱石も大の木瓜ファンだっ

たと聞きます。小説『草枕』では、「木瓜は面白い花である。枝は

頑固で、かつて曲った事がない。そんなら真直かと云ふと、決し

て真直でもない。（中略）そこへ、紅だか白だか要領を得ぬ花が安

閑と咲く。柔らかい葉さへちらちらつける。評して見ると木瓜は

花のうちで愚かにして悟ったものであろう」と主人公に語らせて

います。木瓜の花言葉には「先駆者」や「指導者」のほかに「平

凡」があります。梅によく似た花姿を個性がないと見た人がいた

のかもしれませんが、漱石はその様子を「拙（せつ）」と表現し、

「木瓜咲くや 漱石拙（せつ）を 守るべく」という句を詠みまし

た。「稚拙（ちせつ）」や「拙劣（せつれつ）」の言葉からも分かる

とおり「拙」とは下手なこと、つたないことを意味しており、「拙

を守る」とは漱石が生き方の基本として好んだ言葉だそうです。

不器用で世渡り下手を自覚していた漱石ですが、器用で如才ない

生き方に憧れていたわけではありません。むしろその逆で闇雲に

利を追求するくらいなら、要領は悪くてもあえて拙を曲げない愚

直な生き方を貫きたいという思いを込めて先の一句を詠んだので

しょう。 

何かと巧みさが注目を集める世の中で 

すが、下手で不器用だから成功しない 

と考えるのはいかがなものでしょうか。 

自らの不器用さを自覚している人は不 

器用を克服するために懸命に努力しま 

す。片や、もともと器用な人はさほど 

苦労しなくても上手くいくため、得てしてあくせくしないもので

す。努力なくして成長もないとするならば、成功の決め手は「器

用」「不器用」ではないように感じます。むしろ器用であるゆえに

努力を忘れ、そこで成長が止まってしまう恐れもあります。 

足りないところを補う努力を忘れずに、不器用ながらも高い志を

持ち、拙を守って自分らしく商売を続けていけたらどんなに素晴

らしいことでしょう。 

【紙つなげ！ 
彼らが本の紙を造っている】 

東日本大震災で被災した日本製紙
の石巻工場。出版用紙の約４割を担  

う会社の基幹工場 
が、完全に機能を停 
止したその日から、 
奇跡的復帰を果た 
すまでのノンフィ 
クションです。 
本の良さを再認識 
できる一冊です。 

以前から気になってい

たことを片付けるのに

最適な月。なかなか進

展しなかった案件には

全力で取り組むと吉！ 

ライバルたちに足をす

くわれないよう何事に

も慎重に取り組むこ

と。また、身内間のト

ラブルは早期決着を！ 

問題は放置せず早めに

対策を！先延ばし癖の

ある人は、これを機に

懸命に努力すると効果

が期待できそうです。 

人と信頼関係を築くの

に最適な月です。どん

な相手にも誠意を持っ

て対応することが後々

利徳につながります。 


